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8位 x 45位 = 13位

これは何の数字でしょう？



8位 x 45位 = 13位

山梨県訪日外国人の数 X 平均消費額＝観光の経済効果



訪日外国人数は第8位だが消費単価は45位。経済効果13位



日本人では人数20位 ,  消費単価22位 ,  経済効果19位と中位
なのと比べると、明らかに外国人向け情報発信不足



山梨への観光客は富士五湖エリアに局所集中

•山梨県への観光者数：約1,300万人

•富士五湖エリア：約1,000万人

•甲府・昇仙峡エリア：約500万人

•清里・八ヶ岳エリア：約300万人

•石和温泉エリア：約200万人

•その他のエリア：約500万人



富士五湖エリアの中でも、富士山が綺麗に見える場所など
特定箇所でオーバーツーリズムが問題

吉田口五合目 本町2丁目交差点周辺 ローソン富士吉田上吉田店



オーバーツーリズム・回遊不足・低消費単価に共通するのは
、交通インフラの脆弱性に加え、情報発信不足

富士山を見て
東京に直帰

富士山駅周辺から
、市内や他地域に
回遊できない

交通インフラ
の脆弱性

観光情報やルート
の発信不足

消費単価の低さ

他の観光資源情報
が無い

富士吉田市内でオ
ーバーツーリズム

県内他地域への
回遊率低さ

他の観光資源情報
があるが弱い

（東京に負ける）



実際、現地での移動方法や宿泊すべきか否かは、
外国人のSNSでも大きな話題



訪日外国人に向けて、コンテンツ＋ルート＋交通宿
泊インフラの情報をセットで発信すべき

解決策

1.観光資源の多様化とプロモーション強化

1. 具体策: 富士山以外の観光資源（例：温泉地、ワイナリー、歴史的建造物など）を積極的に発
掘・整備し、国内外に向けて効果的なプロモーションを展開します。

2. 期待効果: 観光客の興味を多方面に引き付け、訪問先の分散化と滞在期間の延長を促進します。

2.地域連携による観光ルートの開発

1. 具体策: 地域間で連携し、複数の観光地を巡るモデルコースを設定・提案します。

2. 期待効果: 観光客の行動範囲が広がり、県内各地への経済効果の波及と観光地の分散化が実現し
ます。

3.交通・食事・宿泊インフラの整備・情報発信

1. 具体策: 県内各地へのアクセス向上のための交通網の整備や、魅力的な宿泊施設の開発を推進し
ます。

2. 期待効果: 観光客の移動と宿泊の利便性が高まり、他地域への回遊と宿泊率の向上が期待されま
す。



外国人の情報収集の場は日本人とは全く異なる。
SNS（INSTAGRAM,TICKTOCK）やGOOGLE MAPへ要発信

https://toyokeizai.net/articles/-/293070?page=3
https://www.yadoken.net/archives/column/%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%8F%8E%E9%9B%86%E3%81%A8%E3%83%8B%E3%

83%BC%E3%82%BA%E3%81%8B%E3%82%89%E3%81%BF%E3%82%8B%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%90%E3%82%A6%E

3%83%B3%E3%83%89%E9%9B%86%E5%AE%A2%E5%AF%BE%E7%AD%96?utm_source=chatgpt.com



訪日を検討する外国人向けに、で富士山以外の観光
地＆ルートを、SNS上旅行者の写真＋タグとして提示

• 訪日外国人が、訪日前に旅程を組む段階で、InstagramやTickTokなどのSNS上で富士山

観光＋αをアピールし、甲府や八ヶ岳へも回遊するルートを組むよう誘導する

– #Nashitora,  #Mr.Fuji(富士山),  # SunFlower（明野ひまわり畑) , # Crystal Valley（昇仙峡)

• そのため、富士山以外の県内のコンテンツを複数提示し、その組み合わせを旅程とし

て示し、レンタカーや公共交通機関でのルートとして提示する

• アプリ内で提示したルート情報を、エモい写真と共にInstagramやTickTok内で発信して

もらうことで、アプリ内情報発信＋タグを、外国人SNSに拡散していく



YAMANASHI TRAVEL APP なしとら

SNSから収集した写真群から、
行きたい観光地の写真を選ぶ 移動ルートを生成 旅程も提案



YAMANASHI TRAVEL APP なしとら

写真にタグ付けして Instagramなどでシェア
オプション：風景以外の
テーマ別ルート写真も充実



使用した技術

バック
エンド

API連携

フロントエ
ンド

•HTML/CSS/JavaScript
• ユーザーフレンドリーで直感的なUIを構築。
• モバイルユーザーにも対応可能なレスポンシブデザインを採用。

•Instagram API
• リアルタイムで人気の写真スポットを取得し、観光地の魅力を可視化。
• SNSで注目される観光地をアプリ内に反映。

•Google Maps API
• 観光地情報の提供と地図表示、ルート案内を実現。
• 視覚的で直感的なナビゲーションをサポート。

•OpenAI API
• 観光地の説明文やモデルコースを自然言語で生成。
• ユーザーのニーズに合わせた柔軟なプラン提案を実現。

•Django (Python)
• サーバーサイドロジックとデータベース管理を担当。
• モデルコースの生成アルゴリズムを実装し、観光体験をパーソナライズ化。

＊このほか、Cursor上のChatGPTをフル活用し、ローコード開発を実施



今後の展開

電車・バスや宿
の予約サイトへ

の誘導
（手数料）

プロモーション
タイアップ
（広告料）

テーマ別モデル
観光ルートの作成
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